
人的資本の活用と充実化

規模のメリットを活かした積極的な投資と効率化

外部連携
群馬銀行グループは「TSUBASAアライアンス」「フィンクロス・パートナーシップ」等の広域連携や「群馬・第四

北越アライアンス」「りょうもう地域活性化パートナーシップ」等の地域連携に取り組んでいます。外部の力を活用し、
当行グループの「つなぐ」力を強化していきます。

【収益効果：累計額】（単位：億円）
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主な提携内容

●各種ファイナンスの共同組成
●事務・システムの共同化
●お客さま同士のマッチング
●お客さま向けセミナーの共同開催
●役職員を対象とした研修の共同実施

主な提携内容

●シンジケートローンや
サステナブルファイナンス等での連携

●両行の投資専門子会社等の活用による地域企業の
成長・経営改善・事業再生・業態転換等の支援

●事業承継やM&A支援などの本業支援における連携

参加銀行

池田泉州銀行　きらぼし銀行　群馬銀行　山陰合同銀行
四国銀行　千葉興業銀行　筑波銀行　福井銀行

金融のデジタル化に向けた開発・研究を協働で推進して
いくため、2018年に地銀7行で連携協定を締結し、株式会社
フィンクロス・デジタルを設立しました（現在は8行）。

8行がデータを拠出しながら協働で開発を行い、これまで
データ分析基盤の整備やデータ分析・AIモデルの構築を進
めてきました。
現在は、各行におけるデータ利活用の高度化に向けた
支援や、各行との情報交換会や研修の開催などを通じて、
WEB 広告･SNS運用などデジタルマーケティングに関する
ソリューション提供などを行っています。

広域連携 フィンクロス・パートナーシップ

当行は、全国各地のトップバンク10行による広域連携
「TSUBASAアライアンス」に2020年から参加しています。

TSUBASAアライアンスの目的は、参加行に共通する課題
に協働で取り組むことで、トップライン向上とコスト削減を
図りながら、「地域の持続的な成長」と「金融システムの高
度化」を目指すことです。合併や経営統合とは一線を画し、
各行の独自性を尊重しながら、幅広い分野で協業を行って
います。

2024年度は、シンジケートローンやM&A案件の成約に
よるトップラインの向上に加え、アライアンス参加行との間
でトレーニーを目的とした行員の派遣や受入れを相互で実
施しています。また、お客さま向けのセミナーを共同で開催
するなどノウハウの共有も図っています。
今後も、各行の知見を結集し、スケールメリットを生かす

ことで、より付加価値が高い金融サービスの提供に努めて
ていきます。

2021年12月より、第四北越銀行との間で「群馬･第四北越アライアンス」を締結し
ています。本アライアンスの目的は、営業エリアが隣接し合う地理的特性を活かし、
地域への更なる貢献と両行の企業価値の持続的向上に取組んでいくことです。

○第四北越フィナンシャルグループとの経営統合に関する基本合意について
これまでのアライアンスの連携効果などを踏まえ、地域への更なる貢献を永続的に
果たしていくためには、経営の「規模」と「質」の両面で地方銀行トップクラスの新金
融グループへとステップアップすることが必要だと考え、2025年4月に経営統合の基
本合意書を締結し、2027年4月（予定）の経営統合に向け協議・検討を開始しました。

2022年1月より、足利銀行との間で「りょうもう地域活性化パートナーシップ」を締
結しています。本パートナーシップの目的は、両毛地区（群馬県南東部・栃木県南西
部）を中心とした両行の重複エリアにおいて「産業活性化・課題解決」「お客さまサー
ビス向上」に向け協力することで、これまで以上に地域に貢献することです。重複エ
リアの店舗を中心に情報交換を強化し、累計で1,216億円の協調融資等を実行する
とともに、共通の取引先に対する事業承継支援等にも取り組んでいます。

当行では、フィンクロス・デジタルで蓄積したノウハウを
活用し、今後もデータ利活用の高度化をはじめとしたデジ
タル戦略の遂行に取組んでいきます。

広域連携 TSUBASAアライアンス

地域連携 りょうもう地域活性化パートナーシップ

【融資等※累計額】（単位：億円）
※融資等：シローン、協調融資、
　ストラクチャードファイナンス、
　私募債の合計

1,216

【両社グループのシナジー効果を表すイメージ図】
お客さまや地域への更なる貢献

共通の強み

盤石な顧客基盤
地域の情報・ネットワーク
強固な財務基盤

際立った強み
地銀トップクラスの
非金利収益

【高いソリューション力】

商品力、グループ連携力
（M&A、保険販売等）

際立った強み
地銀トップクラスの

ROE
【高い資本効率】

リスク、経費のコントロール
（RORA経営、低OHR） トップラインシナジーの

最大化

（50音順）

両社グループが共通の強みとそれぞれの強みを持ち寄り協働し、規模のメリットや広大なネットワーク・情報連携の優位性を活用する
ことで、トップラインシナジーの最大化を目指してまいります。

地域連携 群馬・第四北越アライアンス
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1 マネジメントメッセージ 2 群馬銀行について 3 群馬銀行グループの
価値創造ストーリー

4 持続的な成長を
支える経営基盤




